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機械器具(02) 医療用照明器 

一般医療機器 診療用照明器 12276000 

アトム検診台用ファイバーライト 
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取扱説明書を必ずご参照ください

 
 
 
 

 

 

 

 

 
【形状・構造及び原理等】 
1. 構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名 称 番号 名 称 

① 検診台取付孔 ⑤ 電源スイッチ 

② 支管固定ネジ ⑥ ライトガイド支管 

③ 光量調整ツマミ ⑦ ライトガイド 

④ ライトガイドホルダー ⑧ *本体カバー 

 
2. 電気的定格 

[AC 電源] 

定格電圧：100V 

周 波 数：50/60Hz 

消費電力：75VA 
 
3. 機器の分類 

(1) 電撃に対する保護の形式による分類  クラスⅠ機器 

(2) 電撃に対する保護の程度による装着部の分類  BF 形装着部 
 
4. 作動原理 
本品は、光源からの光量を制御部で調節し、ライトガイドを通して照射

する。また、照射方向はライトガイドの柔軟性を利用して任意に調整す

ることができる。 

 

【使用目的又は効果】 
本品は、患者の診療および治療時に用いる医療用照明器である。本

品は検診台などに固定して使用される。 

 

【使用方法等】 
*１．使用方法 

 1) 本体を検診台に直接取り付け、本体にライトガイドを取り付ける。 

 2) 電源コードを電源に接続する。 

 3) ライトガイドを目的の方向に曲げる。 

 4) 電源スイッチを ON にしてライトを点灯させる。 

 5) 光量調節ツマミで適切な光量に調節する。｢HIGH｣側に回すと光

量が増し、｢LOW｣側に回すと光量が減る。 

 

【使用上の注意】 

＜重要な基本的注意＞ 

 1) 本品は、検診台に取り付けて確実に固定すること。 

[落下などして、破損やけがの原因になる｡] 

 2) ライトガイドホルダーの締め具合を常に確認すること。 

[ライトガイドホルダーが緩むと、目的の部分に光が照射されな

い。] 

 3) 電源コンセントは本品の近くで、電源コードに人が触れない位置を

選び、機器 1 台ごとに専用のコンセントを用いること。また、電源コ

ードは、正しくアースされた 3 芯接地型コンセントだけに接続し､ア

ースを確実にとること。 

 4) 指定表示容量以外のヒューズは使用しないこと。 

 5) 絶対に延長コードを使用しないこと。 

 6) 光量調節ツマミは急激に回さないこと。 

 7) 本品が正常に動作しないときは、すぐに使用を中止すること。故障

を発見したら勝手にいじらず、修理は専門家にまかせること。 

 8) 本品に衝撃を与えたり、ぶつけたりしないこと。 

[故障や破損の原因になる。] 

 9)  本品を布などで覆った状態で使用しないこと。 

[過熱して火災や感電の原因になる。] 

 
【保管方法及び有効期間等】 

耐用期間：6 年[自己認証データによる] 

保管条件：以下の条件下で保管すること。 

保管温度 -20～45℃ 

相対湿度 10～95%（結露なきこと） 

 

【保守･点検に係る事項】 

[使用者による保守点検事項] 

 1） 点検 

毎回の使用の前に、各部品の基本的な機能作動を確認すること。点

検項目は取扱説明書を参照すること。 

 

 2) 清拭・消毒 

消毒液の一例として、下記の水溶液を使用することを推奨する。 

塩化ベンザルコニウム水溶液（オスバン等） 

塩化ベンゼトニウム水溶液（ハイアミン等） 

クロルヘキシジン水溶液（ヒビテン等） 

ライトガイドは消毒液に浸した柔らかい布で清拭すること。 

消毒液は必ず希釈し、原液のまま使用しないこと。 

アルコールを含む消毒液を使用しないこと。 

 

[業者による保守点検事項] 

1 年に 1 度を目安に定期点検を実施すること。 

詳細については弊社または納入業者にご相談ください。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

■製造販売業者 

 
 
〒338-0835 埼玉県さいたま市桜区道場 2-2-1 

TEL: 048-853-3661(大代表) FAX:048-853-0304(代表) 

 

【警 告】 

 1) 長時間の連続した使用は避けること。 

[火傷をするおそれがある。] 

 2) ライトガイドの先端を直接皮膚にあてないこと。 

[火傷をするおそれがある。] 

 3) ライトガイドの先端を覗かないこと。絶対に光を目にあてないこ

と。 

[目に傷害を受けるおそれがある。] 


